


































































































第2に，生後 18カ月の聞に起こるgender習得の第二臨界期の帰結のために coregender 
identityというタームをっくりあげることである.Stollerはこれによって，「自分は男であ
る (Iam a male）という自覚」と 「自分は男性的である (Iam manly）という信念Jを区別
しようと した．言いかえればcoregender identityは，たとえ自分が女性的だ（Iam feminine) 


































(Millet 1970=1973: 78) 
幼児期を通じて起こるジェンダー・アイデンティテイの全発達に内包されるのは，気質，性
格，関心，地位，値打ち，ジェスチュア，表現について，それぞれのジェンダーにふさわしい



















て使用しようとしている.Oakleyは特に， Sex,Gender and Societyにおいて，その精微化を





なのは， sexと genderのそれぞれに対し，下位概念として Stollerのいう male/female,



















繰り返すが，このような Oakleyのgenderもまた， Milletと同様， Stollerのsex/genderを











(Oakley 1972: 16). 
以上木項（1.3）では， MiletとOakleyが， sex/genderの図式をとりいれていたことを指





































































































































なった「彫琢」に触れておきたい．山本は 1990年出版の『ジェンダーと愛』で， RobertStoller 
を引用しながら次のように書きだしている．
1964年，ロパート ・ストラーが「ジェンダー・アイデンティティ研究Jに関する論稿を，『精


































































































































逆行するものだ、った.(Connell 2002=2008: 62) 
またMoneyも，次のように述べている．
sexは生物学にあけわたされた.genderは心理学と社会科学にあけわたされた．かくして旧
体制は復活した.(Money 1985: 282) 
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冒頭で述べたが， セックス／ジェンダー という図式そのものの妥当性を考える 必要があ
る ． とのような要請は ， Connellだけでなく ， さまざまな立場から問われている（Sedgwick
1990; Delphy 1991 = 1998；上谷2010）. ジェンダーという概念がすでに社会科学における分
析概念 として定着している以上 ， その概念の系譜 と ， その概念によって何が示されよう と
してきたのかを ， 今一度考えることが必要なのではない だろうか ．
【注】
1) 以下では ， 原文がgenderと表記されている文献は genderと表記し ， 翻訳されてジェ
ンダー などの訳語が充てられている場合はそれを用いる ．
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